
■ 研究概要

【 リ コ ピ ン が コ ラ ー ゲ ン 量を 増加さ せる メ カ ニ ズ ム の解明】

目的

コ ラ ー ゲ ン は細胞内で 合成さ れ、そ の過程に お い て は様々な細胞内伝達物質が コ ラ ー ゲ

ン の 合成を調節し て い ま す 。 Smad7 は、 そ の中でも コ ラ ー ゲ ン の 合成を 抑制する働き

を し て い ま す。 今回はヒ ト皮膚線維芽細胞を用い て リ コ ピ ン が Smad7 の遺伝子に与え

る影響を検討し ま し た 。

内容

実験に はヒ ト の真皮に存在し 、コ ラ ー ゲ ン を 合成す る ヒ ト皮膚線維芽細胞を用い ま し た 。

細胞に 0.1μM と なる よ う に リ コ ピ ン を添加し 、 29 時間培養を行い ま し た 。 培養終了

後、 細胞よ り 遺伝子を抽出し 、 リ ア ルタ イ ム PCR に て Smad7 の遺伝子発現を確認し

ま し た 。

図 1 に結果を示し ま し た 。遺伝子の 発現はリ コ ピ ン を添加し ない と き を 1 と し た比で

表し て い ま す 。 リ コ ピ ン は、 Smad7 の遺伝子発現を有意に 抑制する こ と を確認し ま し

た 。 Smad7 の遺伝子発現が 抑制さ れる と い う こ と は、 コ ラ ー ゲ ン の 合成を 抑制す る物

質が少なく なり 、 そ の結果と し て コ ラ ー ゲ ン 量が増える こ と が 期待で き ま す 。 今後はど

のよ う な経路で リ コ ピ ン が Smad7 の 発現を 抑制し た の かなど 、 さ ら なる検討を進めて

い き ま す 。
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図 1 Smad7 の遺伝子発現に与える影響
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【 リ コ ピ ン が メ ラ ニ ン 生成を 抑制す る メ カ ニ ズ ム の解明】

目的：

メ ラ ニ ン の 生成は、皮膚の メ ラ ノ サイ ト と い う 細胞で行われま す。そ の 生成過程に は、

チロ シナーゼやチロ シナーゼ関連タ ン パク 質などの酵素が作用し ま す 。今回はリ コ ピ ン

の メ ラ ニ ン 生成を 抑制す る メ カ ニ ズ ム を解明す る ために 、細胞を用い て リ コ ピ ン がチロ

シナーゼと チロ シナーゼ関連タ ン パク 質の遺伝子に与える影響を検討し ま し た 。

内容：

実験に はメ ラ ニ ン を作り 出す能力を持っ た細胞（ B16 メ ラ ノ ーマ細胞）を用い ま し た 。

細胞に 1μM と なる よ う に リ コ ピ ン を添加し 48時間培養し ま し た 。 培養終了後、 細胞

よ り 遺伝子を抽出し 、 リ ア ルタ イ ム PCR に て メ ラ ニ ン 合成に関わる チロ シナーゼと チ

ロ シナーゼ関連タ ン パク 質（ Tyrosinase related protein-1 : TRP-1） の遺伝子発現を確

認し ま し た 。

図 2、 図 3 はリ コ ピ ン がチロ シナーゼ及び TRP-1 の遺伝子発現に与える影響を検討

し た結果で す 。両図と も 、遺伝子の 発現はリ コ ピ ン を添加し ない と き を 1 と し た比で 表

し て い ま す 。 リ コ ピ ン を添加する こ と で 、 チロ シナーゼ及び TRP-1 の遺伝子発現を有

意に 抑制す る こ と を確認し ま し た 。 こ の こ と か ら 、両酵素の 量が減少す る こ と が推測さ

れま す 。 し た がっ て 、 リ コ ピ ン が メ ラ ニ ン 生成を 抑制す る メ カ ニ ズ ム の 1 つ と し て 、 リ

コ ピ ン が メ ラ ニ ン 生成に関与す る酵素そ のもの の 量を減少さ せる こ と が 期待で き ま す 。

今後も さ ら なる メ カ ニ ズ ム の解明を進めて い き ま す 。

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

リコピンなし リコピンあり

遺
伝
子

発
現
比

（
Ｔ
Ｒ
Ｐ

-
1
/
β

-
ア
ク
チ

ン
）

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

リコピンなし リコピンあり

遺
伝
子

発
現
比

（
チ

ロ
シ
ナ

ー
ゼ

/
β

-
ア
ク
チ

ン
）

図 2 チロ シナーゼの遺伝子発現に与える影響 図 3 TRP-1 の遺伝子に与える影響
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■ 用語の説明

リコピン

カ ロ テ ノ イ ド の 1 つ で 、ト マ ト に多く 含ま れる赤い色素で す 。カ ロ テ ノ イ ド の中でも

優れた抗酸化活性を有し て おり 、活性酸素が 原因と 考え ら れる様々な疾病に予防効果を

示す こ と が 期待さ れて い ま す 。脂溶性である こ と か ら 油と と も に摂取す る と 吸収性が高

ま り ま す 。

抗酸化物質

抗酸化物質と は、 活性酸素を消去す る働き のある物質の こ と で す 。 ビ タ ミ ン類で は、

ビ タ ミ ン A、C、E が、ま た野菜に含ま れる色素である カ ロ テ ノ イ ド も抗酸化物質で す 。

活性酸素

酸素分子か ら 派生す る 、酸化力が強い物質の 総称で 、体中で は細菌に対す る攻撃やエ

ネルギー産生に関与し て い ま すが 、 過剰に存在する と 生活習慣病の 原因になり ま す 。

紫外線

地表に届く 太陽光の中で最も波長の短いもの で す。紫外線は波長によ っ て UVA、UVB、

UVC の 3 つ に分けら れま す 。 UVC はオ ゾン層にさ えぎら れ、 地表に は届き ませんが 、

UVA や UVB は地表ま で届き ま す 。 紫外線は体内でビ タ ミ ン D を作る の を助けるなど

よ い影響もあり ま す が 、一方浴びすぎる と 皮膚や目など生体に悪い影響を及ぼすこ と が

あり ま す 。紫外線の強さ は時刻や気象条件によ り 変わり ま す が、一日の中で は正午ごろ 、

季節で は 5 か ら 8 月頃に最も強く なり ま す 。

光老化

紫外線を 長年浴び続けた結果生じ る シ ワ や シ ミ など の皮膚の老化現象の こ と で す 。光

老化の度合い は紫外線を 浴び た時間と 強さ に比例す る と いわれて い ま す 。

コラーゲン

コ ラ ー ゲ ン は骨や軟骨など を構成す る タ ン パク 質の 一種で す 。コ ラ ー ゲ ン に は多く の

種類があり 、 I型コ ラ ー ゲ ン は真皮の主な構成成分であり 、 皮膚の強度や弾力を与える

働き を し て い ま す 。コ ラ ー ゲ ン の 量は加齢や 紫外線によ り 減少す る こ と が 知ら れて おり 、

コ ラ ー ゲ ン 量の減少はシ ワ形成の 原因の １ つ で す。

メラニン

メ ラ ニ ン は体内で 合成さ れる色素の 一種で す 。細胞を 紫外線か ら 守る働き を す る物質

で す 。 し か し 、 メ ラ ニ ン が過剰に 生成さ れる と 、 シ ミ ・ ソ バカ スの 原因になっ て し ま い

ま す 。

リアルタイム PCR

遺伝子の 発現量を定量的に測定す る方法で す。

http://www.kagome.co.jp



